
大東市普通会計歳入歳出決算額の年度別推移
（２）財政指数などの推移

（単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

123,748 123,268 122,227 121,337 120,537

23,345,233 23,896,615 23,768,332 23,892,213 24,038,033

17,192,077 18,097,964 18,237,051 18,267,412 18,324,798

13,057,272 13,602,673 13,962,074 13,851,734 13,856,222

0.76 0.76 0.76 0.76 0.76

39,520,510 38,618,670 37,136,161 36,492,579 35,441,049

3.1 3.6 3.9 4.1 4.6

― ― ― ― ―

96.4 94.8 102.1 98.8 98.1

うち人件費　(%) 19.0 18.9 19.8 19.8 18.7

うち扶助費　(%) 13.7 13.6 14.5 14.6 14.9

うち公債費　(%) 15.8 14.9 16.3 14.2 15.3

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

120,138 119,126 117,891 116,963 116,193

24,200,029 24,749,858 25,770,953 25,190,391 25,763,352

18,742,282 19,347,238 19,981,251 20,720,157 21,504,348

13,909,248 14,503,903 14,113,058 14,586,959 14,954,111

0.75 0.75 0.73 0.72 0.70

34,330,116 34,532,788 33,737,503 32,755,596 31,474,913

6.2 6.2 6.5 4.5 4.1

― ― ― ― ―

103.1 99.0 98.9 97.2 99.6

うち人件費　(%) 18.4 20.4 19.4 18.9 19.4

うち扶助費　(%) 15.0 13.9 14.0 14.4 15.5

うち公債費　(%) 18.4 15.2 14.7 14.4 14.4
※新たな財政指標として、平成17年度より実質公債費比率、平成19年度より将来負担比率が導入された。
　 実質公債費比率は平成19年度より算定方法が変更されている。また、将来負担比率が「－」表示となっているのは、
　 充当可能財源が将来負担額を上回り当該比率がマイナスとなったものである。
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